
至池袋
外堀通り 鎌倉橋

首都高速都心環状線

至渋谷

KDDI

通信総合
博物館

神田橋出口

大手町ビル

大手町
野村ビル

アーバンネット
大手町ビル

パレスホテル
東京

経団連会館

三井生命

三井住友
銀行JFE

三菱東京
UFJ銀行

至中野

至水天宮

至西船橋

至高島平・至綾瀬 至上野

至新宿

東西線

半蔵門線

至日比谷 至品川

読売新聞

丸の内北口
八重洲口新丸ビル

丸ビル

大手町

大手町

P

大
手
町

東
京
メ
ト
ロ
東
京
駅

大
手
町

千
代
田
線

丸
ノ
内
線

都
営
三
田
線

日
比
谷
通
り

JR 

東
京
駅

大
手
町

丸の内オアゾ
丸ノ内ホテル

一方通行

一方通行
永代通り

大手町
サンケイ
プラザ

P

　

10
年
に
一
度
回
っ
て
く
る

幹
事
年
、
今
年
は「
４
」の

年
次
と
な
り
ま
す
。
毎
年

楽
し
い
懇
親
会
に
す
る
為
に
、
四
苦
八
苦
し

て
い
る
の
が
実
情
で
す
が
、
今
年
は
皆
さ
ん
と

一
緒
に
楽
し
め
る
ダ
ン
ス
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
は
よ
く
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
で
映
画

を
観
た
も
の
で
す
が
、
最
近「
世
界
一
と
言
わ

れ
た
映
画
館
グ
リ
ー
ンハ
ウ
ス
」が
上
映
さ
れ
ま

し
た
。
青
春
時
代
の
一
コマ
が
酒
田
の
風
景
と

共
に
、
懐
か
し
く
蘇
って
ま
い
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
締
め
く
く
り
は
、
酒
東
校
歌
並

び
に
応
援
歌
の
大
合
唱
で
す
。
同
窓
生
の
絆

が
一
層
深
ま
り
、
感
動
の
終
焉
と
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
、
こ
の
感
動
を
一
人
で
も
多
く

の
方
と
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
参

加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
長
　
44
回
　
遠
藤
　
功

■地下鉄／丸ノ内線・半蔵門線・千代田線・
　　　　　東西線・都営三田線
　　　　　大手町駅下車A4・E1出口直結
■ J    R ／東京駅丸の内北口より徒歩7分

感
動
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
！！

令和元年度 東京亀城会 
第54回総会・懇親会のご案内

本年度執行回【３4回、４4回、５4回、６4回、７4回】

３9号編集スタッフ

東京亀城会のホームページを
刷新します。

■日　時／令和元年6月22日（土）
　　　　   14時から（受付13時30分より）17時まで
■会　場／大手町サンケイプラザ4階ホール
　　　　       千代田区大手町1-7-2　TEL.03-3273-2258
■会　費／8,000円（但し、学生は2,000円）
■申込み／阿部 【hiromi-a@u01.gate01.com】へ

○編　　集／
　安藤　茂克（60回）
　庄司　輝雄（61回）
○広　　告／
　橋本　裕子（60回）
　白畑　優（60回）
○幹事学年／
　遠藤　功（44回）
　阿部　浩美（54回）
　阿部　彩人（74回）
○問  合  先／
　瀬尾　亜希子（65回）
　【akiko@mokuren.gr.jp】

山形県立酒田中学校・酒田第一高等学校・酒田高等学校・酒田東高等学校

ＴＯＫＹＯ　ＫＩＪＯ　ＴＩＭＥＳ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

酒東偉人伝　俳優「成田三樹夫」
同期会元気です
東風ら亀城人（大芋煮会、運動部ＯＢ会）
Ｕターン奮闘記　中條大希（８０回）
３０年度事業・決算、令和元年度事業・予算案、人事案
２０１９年総会・懇親会のご案内　新卒生いらっしゃい！

12~13
14~16
17
18
19
20

最上の流れにうるほう里の　　学び舎みどりの希望はみちて
明るしや　清けしや　　我らの園　我らの門

あしたに夕べに集う　　手を引き助けて円に睦みて
愛あり仁ある人とならん

ああ見よ鳥海七千餘尺　　虚空に聳ゆる巨人の姿
黙示に学びてわれらの健児　　六百並んで高きに向ふ

２０１９
［Ｎｏ．３９］

39

飯富崇生（74回）／メキシコとカリフォルニアの国境に位置する Imperial Sand Dunes にて

阿波　孔亮 （あわ こうすけ）

早稲田大学基幹理工学部系Ⅱ

先輩、宜しく！
今年の卒業生は９4回生です。
東京へ上京した新卒生。
学年幹事のお二人を紹介します。 

94
回卒！ 新卒生いらっしゃい！

2
3~5
6~7
8~11

会長・同窓会長ご挨拶／母校報告
２０１８年総会・懇親会報告
母校支援　酒東生東京キャリア研修
我ら幹事年。（「４」の年次）
　長谷部和良（３４回）　高田　遵湖（４４回）
　岡崎　理香（５４回）　伊集院純子（５４回）
　東根　延広（６４回）　熊谷　直大（７４回）　
　飯富　崇生（７４回）　成澤　貴幸（７４回）

TOKYO
KIJO TIME

　在学時に課題研究や東京キャリア
研修でお世話になった東京亀城会に、
学年幹事という形で参加できることを
大変嬉しく思います。今までお世話になった
酒田東高校に少しでも恩返しできるよう
全力で貢献していきたいと考えています。
どうぞ宜しくお願い致します。

土門　開耶 （どもん さくや）

横浜国立大学 教育学部
学校教育課程 教科教育コース 音楽専門領域

　この度東京亀城会に入会することが
できましたことを大変喜ばしく感じており
ます。私たちの在学中に会員の皆様に
お世話になりましたように、これからは
酒東のバックアップに新卒生一同尽力し
て参ります。宜しくお願い申し上げます。

母校創立百周年募金へのご協力、ありがとうございます。

東京亀城会独自の記念品を考えております。記念品に関するご意見、
ご推薦は事務局まで。　石山　hiha_isiyama@yahoo.co.jp

東京亀城会会報３9号

○発　行／２０１9年5月１5日
○発行者／元木　徹
○編集人／梅津　功
○編集長／瀬尾　亜希子
○印刷所／コマツ・コーポレーション
○発行所／東京亀城会
　　　　　東京都中央区銀座1－18－6
　　　　　井門銀座一丁目ビル5階
　　　　　元木徹法律事務所内

編 集 後 記
　おかげさまで今年もたくさんの方に原稿、広告の
ご協力を頂き、会報39号が発行となりました。心より感
謝申し上げます。様々な意見が出され、議論を重ね
て作られました。会報製作が会の根幹をなす大きな事
業に育っている証と思います。来年は母校創立百周年、
東京亀城会55周年の節目です。リニューアルされる
ホームページと連動しながら、会報もページを拡大
すべく準備を進めて参ります。
　皆様からの提案、投稿もお待ちしております。さら
なるご協力を宜しくお願いいたします。

（瀬尾亜希子・65回）

「東京亀城会」で検索を！！
http://www.kijokai.net
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元
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東
京
亀
城
会 

会
長

令
和
の
時
代
を
迎
え
て

　

当
会
の
歴
史
の
過
半
で
あ
る
平
成
は
幕

を
閉
じ
、「
令
和
」
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
昭
和
・
平
成
・
令
和
の
三
世

代
の
卒
業
生
で
当
会
の
新
た
な
伝
統
を
築
い

て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
か
ら
の
会
財
政
の
再
建
築
は
功

を
奏
し
、
会
財
政
は
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
増
収
策
の
「
会
運
営
賛
助
金
」
に

は
多
く
の
会
員
の
ご
協
力
が
得
ら
れ
、
ま
た
、

会
報
紙
面
の
充
実
に
よ
り
、
そ
の
結
果
会
報

広
告
料
の
飛
躍
的
増
収
に
繋
が
る
な
ど
収
入

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
10
年
間
会

費
等
を
不
払
の
会
員
へ
の
会
報
・
総
会
案
内

送
付
を
停
止
し
た
こ
と
で
会
報
等
の
印
刷
費
・

送
料
等
の
経
費
削
減
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、

「
創
立
50
周
年
記
念
事
業
特
別
会
計
」
は
、

そ
の
役
割
を
終
え
た
の
で
今
年
度
廃
止
し
、

そ
の
剰
余
金
約
38
万
円
は
一
般
会
計
に
繰
り

入
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
会
財
政
は
充
実
し
て
き

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
皆
様
の
ご
協
力
と

ご
理
解
の
賜
で
あ
り
深
謝
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
財
政
基
盤
の
下
に
、
一
層
会
活
動
の
充

実
と
活
性
化
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
は
母
校
創
立
1
0
0
周
年
と
当
会
創

立
55
周
年
を
迎
え
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

東
京
亀
城
会
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
ご
協
力

い
た
だ
き
、
ま
た
特
段
の
ご
配
慮
を
賜
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
多
く
の
後
輩
た
ち
が
夢
と
希
望
を

抱
き
上
京
し
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

依
頼
さ
れ
ま
し
た
東
京
亀
城
会
の
原
稿
を

作
成
し
な
が
ら
、
平
成
最
後
の
選
抜
高
校
野

球
選
手
権
大
会
の
開
会
式
を
特
別
な
思
い
で

観
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
母
校
野
球
部

が
山
形
県
高
野
連
か
ら
「
21
世
紀
枠
」
候
補

と
し
て
推
薦
さ
れ
な
が
ら
も
、
甲
子
園
出
場

の
吉
報
を
頂
け
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
今
後
も

諦
め
ず
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
応
援
し

た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
2
0
2
0
年
は
オ
リ
ン
ピッ
ク·

パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
で
あ
り
、
母
校
創
立

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

実
行
委
員
会
は
そ
の
大
き
な
節
目
の
記
念
事

業
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
建
設
等
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
員
の
皆
様
か
ら
多
く

の
寄
付
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
記
念
事
業
を

達
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
力
強
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
東
京
亀
城
会
の
益
々
の
発
展
と

会
員
各
位
の
ご
健
勝
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上

げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
４
月
に
酒
田
東
高
等
学
校
長
を
拝
命

し
、
酒
田
西
高
等
学
校
よ
り
異
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
東
京
亀
城
会
の
皆
様
に
は
、
本

校
の
教
育
活
動
に
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
11
月
に
は

1
年
次
生
が
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
で
多
く
の

同
窓
の
皆
様
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
後
輩
た
ち
の
た
め
に
と
の
思
い
で
継
続
し

て
実
施
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
入
学
生
か
ら
探
究
科
が
始
ま

り
、
主
体
的
に
学
び
を
掘
り
下
げ
て
い
く
学

習
を
柱
に
加
え
る
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
3
月
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
研
修
も

実
現
し
、
生
徒
た
ち
は
濃
密
な
体
験
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
2
年
次
生
に
な
り
理
数
探

究
科
と
国
際
探
究
科
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
進
む
道
を
見
据
え
た
活
動
を
本
格
的
に
始

め
て
お
り
ま
す
。探
究
科
の
取
り
組
み
か
ら
、

生
徒
全
体
に
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
姿
勢

が
浸
透
し
、
高
い
進
路
目
標
が
実
現
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
は
い
よ
い
よ
創
立
1
0
0
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
酒
田
東
高
校
が
蓄
え
て

き
た
力
と
新
た
な
取
り
組
み
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
、
新
た
な
世
紀
へ
飛
躍
す
べ
く
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
ご
理
解
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
岸　

文
章

亀
城
同
窓
会 

会
長

記
念
事
業
に
ご
支
援
を

五
十
嵐
文
彦

酒
田
東
高
等
学
校 

校
長

新
た
な
世
紀
に
向
け
て

会長・同窓会長　　
ご挨拶/母校報告

2018年 第53回 「東京亀城会」 総会・懇親会報告

　　

平
成
30
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
が
６
月

23
日
㈯
、
午
後
２
時
よ
り
、
大
手
町
サ
ン

ケ
イ
プ
ラ
ザ
４
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
、
来
賓
を
含
め
１
６
４
名
と
、
例

年
以
上
の
参
加
が
あ
り
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
開
催
に
先
立
ち
、
元
木
徹
会
長
よ
り
、

昨
年
度
よ
り
会
費
の
他
に
お
願
い
し
た
『
会

運
営
賛
助
金
』
で
多
く
の
方
か
ら
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
ま
た
こ
の
賛
助
金
に
よ
り
会
報

の
充
実
が
計
ら
れ
た
こ
と
、
広
告
料
の
大
幅

な
増
収
も
あ
り
会
運
営
の
財
政
改
善
の
兆
し

が
見
え
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

感
謝
の
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
進
藤
弘
氏
（
53
回
）
を
議
長
に
、

29
年
度
の
事
業
（
高
橋
副
会
長
）、決
算
（
金

井
副
会
長
）、
監
査
（
信
夫
監
事
）
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
30
年
度
の
事
業
計

画
（
高
橋
副
会
長
）、予
算
（
金
井
副
会
長
）、

人
事
案
・
会
則
改
正
案
（
石
山
事
務
局
長
）

の
提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
酒
田
東
高
等
学
校
後
援

会
会
長
五
十
嵐
敬
視
氏
（
44
回
）
よ
り
、

母
校
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
寄
付

の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

   　

   （
事
務
局
長　

石
山 

尚
徳 

49
回
）

手
作
り
感
、
庄
内
弁
満
載
！

和
気
あ
い
あ
い
の
集
い
に
！

▲高橋副会長による30年度事業計画案

▲諸原校長による酒東現況紹介

■ 

総 

会
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昭
和
二
九
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校

東
京
ふ
く
の
会

〒
二
四
五‒

〇
〇
六
七

　

横
浜
市
戸
塚
区
深
谷
町
一一
〇‒

八

電　

話　

〇
四
五
（
八
五
一
）
六
九
二
四

連
絡
先

冨　

樫　
　

弘　

喜

大
手
町
税
経

税
理
士

税
理
士
法
人

（
昭
和
三
九
年
卒
）

〒一
〇
一‒

〇
〇
四
七

　

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一‒

四‒

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
手
町
21
ビ
ル

電　

話　

〇
三
（
三
二
九
三
）
九
一
〇
九

渡　

辺　
　

亮　

丸藤司法書士事務所

丸藤　宏（４０回卒）

〒101-0065
東京都千代田区西神田 2-3-3
三久ビル 30１
TEL 03－3261－8040
FAX 03－3261－8043

司法書士

（画  伊藤正治郎）

昭
和
三
五
年
卒

酒
田
東
高
校

東
京
珊
瑚
の
会

珊 

瑚 

悠 

々

昭
和
三
六
年
卒

酒
田
東
高
校

山
　 

麓 

　
会

酒
田
市
新
井
田
町
三‒

一七

電　

話　

〇
二
三
四
（
二
二
）
一一三
九

F
A
X　

〇
二
三
四
（
二
二
）
一一
〇
三

会　

長

小　

山　
　

健

事
務
局

ス
ガ
ワ
ラ
管
理
サ
ー
ビ
ス
有
限
会
社

建
物
の
清
掃
・
設
備
の
管
理

に
こ
に
こ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

代
表
取
締
役

（
昭
和
四
二
年
卒
）

〒一七
四‒

〇
〇
五
六

　

板
橋
区
志
村
一‒

三
〇‒

一
九

　
　
　
　
　
　

田
園
キ
ャッ
ス
ル
志
村
三
〇
九

電　

話　

〇
三
（
三
五
五
八
）
七
五
四
六

菅　

原　
　

幸　

夫

弥 

生 

台 

歯 

科 

医 

院

理
事
長

医
療
法
人
社
団
　
徳 

信 

会

（
昭
和
四
二
年
卒
）

〒
二
四
五‒

〇
〇
〇
八

　

横
浜
市
泉
区
弥
生
台
一三‒

四

診
療
所

電
話
・
F
A
X　

〇
四
五
（
八一二
）
四
五
八
二

高　

橋　
　

信　

人　

昭
和
三
三
年
卒

酒
田
東
高
校

東 

京 

燦 

燦 

会

電
話
・
F
A
X　

〇
三
（
三
九
四
八
）
二
三
九
〇

代　

表

相　

川　
　

俊　

明

連
絡
先

阿　

部　
　

尚　

記

菅 原 　靖（４６回卒）

【事務局】〒998-0843
山形県酒田市千石町1－7－28

丸藤　晋（４６回卒）
FAX 0234－23－2800
e-mail : s-gando@iris.ocn.ne.jp

会　長

昭和46年卒
辰年巳年生まれの会

巽　会

72ｍｍ×60ｍｍ ￥20,000   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

祝
亀
寿

2018年 第53回 「東京亀城会」 総会・懇親会報告

庄
内
弁
の
溢
れ
た

午
後
で
し
た

　

2
0
1
8
年
の
東
京
亀
城
会
の
懇
親
会
は
、

74
回
の
阿
部
彩
人
さ
ん
製
作
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ビ
デ
オ
を
中
心
に
庄
内
弁
満
載
の
会
で
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
庄
内
の
特
産
品
や
㈱
マルハチ
さ
ん

か
ら
の
漬
け
物
が
並
び
、
お
酒
は
勿
論
庄
内

各
酒
蔵
の
選
り
す
ぐ
り
の
酒
。
会
後
半
で
は
、

53
回
土
屋
芳
子
さ
ん
指
導
で
阿
部
さ
ん
作
の

ビ
デ
オ
『
芋
煮
de
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
の
芋
煮
ソ
ン
グ

に
乗
せ
て
全
員
で
芋
煮
ダ
ン
ス
！　

こ
れ
は
会

場
を
巻
き
込
み
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
に
2
度
も

繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
玉
簾
の
滝
の
映
像
の

す
が
や
か
さ
と
共
に
圧
巻
で
し
た
。

　

今
回
の
幹
事
は
、
53
回
、
63
回
の
方
々
が

中
心
と
な
り
何
度
も
会
合
を
重
ね
て
く
れ
ま

し
た
。お
陰
様
で
私
は
10
も
20
も
年
下
の
方
々

の
、
頑
張
って
生
き
る
姿
を
見
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
当
日
は
私
も
在
郷
の
正
当
（
？
）
庄

内
弁
で
司
会
と
し
て
参
加
し
、
楽
し
い
会
で

し
た
。
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
が
、

乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
て
く
だ
さ
っ
た
23
回
の
後

藤
健
さ
ん
の
よ
う
に
御
壮
健
で
い
ら
し
て
下
さ

る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の

東
京
亀
城
会
が
関
東
で

生
き
る
酒
東
生
の
拠
り

所
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
切
に
願
って
い
ま
す
。

　

皆
様
、
今
年
も
ま
た

お
会
い
い
た
し
ま
し
ょ

う
！

信夫太志 53回

▶凛 し々い
新卒93回生たち

▲幹事引継ぎ！3の回から４の回へ

◀若手？ の二次会も盛り上がりました！

▲乾杯のご発声は
　最年長23回の後藤健さん

▲受付に63回生集合！

▲みんなで踊った
「芋煮ｄｅ
ハーモニー」

実
行
委
員
長
43
回  

信
夫 

優
子

■ 
懇 

親 

会

会長に勝て！
ジャンケン
大会

▲懇親会の司会、左から工藤久美（53
　回）さんと信夫優子（43回）さん

世代ごとに
盛り上がる
各テーブル４３回と５３回の合同

二次会！皆さん、大変
お疲れ様でした。この
ような機会でなけれ
ば、決して交差する
ことのないメンバーで
したが、我 ５々３回は１０年後の姿を垣間見て、
パワフルでテンションの高い先輩方に大いなる元気と
勇気をいただきました。感謝です。

やった～！　勝った！！やった～！　勝った！！

さあ、み
んな

一緒に
踊りましょ

う！
さあ、み

んな

一緒に
踊りましょ

う！

わたしも

ジャンケン
、

勝っちゃっ
た！

わたしも

ジャンケン
、

勝っちゃっ
た！

三元豚
もらっちゃい
ました

三元豚
もらっちゃい
ました

ぜ
ん
ご

写
真
撮
影
　
信
夫
太
志 

（
53
回
）
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母
校
支
援 

東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修

▲座談会での様子

▲自らの経験を語る先輩とそれに熱心に耳を傾ける生徒たち

▲課題研究発表会でのポスター発表の様子

2018年度OB・OG講師名簿
３４回 鈴木　明人 日本大学大学院
  知的財産研究科客員教授
４１回 石井　良和 石井国際特許事務所 代表
４５回 丸市　豊也 公益社団法人 東京社会福祉会
５3回 信夫　太志 出光興産（株）
５６回 河島　三二 （株）日立システムズ
５６回 菊池　佐恵 ANAビジネスソリューション（株）
５８回 梅津　功 日本電気（株）
５８回 後藤　英夫 EYアドバイザリー&
  コンサルティング（株）
６0回 白畑　優 みずほフィナンシャルグループ（株）
６1回 和島　克幸 オリエンタルモーター（株） 
６2回 宮本　健一 国立研究開発法人
  産業技術総合研究所

関東近郊のOB、
OGで酒東キャリア研修へ

ご協力くださる方、ご連絡ください。

担　当

宮本　健一（62回）
miyamoto100@gmail.com

充
実
の「
社
会
人
Ｏ
Ｂ･

Ｏ
Ｇ
座
談
会
」

「
課
題
研
究
発
表
会
」

41
回  

金
井 

敏
明

62
回  

宮
本 

健 

一 

　

昨
年
度
、
母
校
酒
田
東
高
校
で
は
、
従
来

か
ら
あ
っ
た
「
普
通
科
」
に
加
え
て
、
新
た
に

「
探
求
科
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
社
会
の
変

化
に
呼
応
し
て
、「
解
の
な
い
課
題
に
立
ち
向

か
う
人
を
育
て
る
」
と
探
求
科
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
探
求
科
・
普
通

科
の
１
年
生
全
員
が
参
加
す
る
「
東
京
キ
ャ

リ
ア
研
修
」
は
、
そ
の
新
た
な
教
育
の
機
会

の
１
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
重
要
性

が
高
ま
って
い
ま
す
。
東
京
亀
城
会
で
は
母
校

の
要
請
に
応
え
て
、
今
回
も
研
修
の
１
コマ
で

あ
る
「
社
会
人
Ｏ
Ｂ･

Ｏ
Ｇ
と
の
座
談
会
」
に

協
力
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
催
日
は
、
昨
年
の
11
月
10
日
㈯

で
し
た
。
過
去
最
大
と
な
る
23
名
の
、
幅
広

い
職
業
・
年
代
で
、
最
前
線
で
活
躍
中
の

Ｏ
Ｂ･

Ｏ
Ｇ
が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
改
め
て
ご
参
加
頂
い
た
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

担
当
の
先
生
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
座

談
会
の
目
的
は
次
の
３
つ
で
し
た
。

❶
社
会
人
（
企
業
人
）
と
し
て
、
将
来
の
社

会
貢
献
の
在
り
方
を
具
体
的
に
考
え
る

　

今
年
２
月
に
は
、
母
校
で
１
年
生
・
２
年

生
合
同
の
課
題
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
東
京
亀
城
会
か
ら
は
、
筆
者
２
名
が

要
請
を
受
け
て
出
席
し
ま
し
た
。
発
表
会
の

目
的
は
次
の
３
つ
と
の
こ
と
で
す
。

①
学
び
方
や
も
の
の
考
え
方
を
身
に
つ
け
、
自

ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
を
高
め
る
。

②
課
題
研
究
の
成
果
を
発
表
し
意
見
交
換
を

行
い
、
良
い
研
究
を
共
有
す
る
こ
と
で
自

ら
の
考
え
を
深
め
、
再
構
築
す
る
契
機
と

す
る
。

③
根
拠
に
基
づい
て
議
論
す
る
中
で
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
力
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

向
上
を
図
る
。

　　

１
年
生
は
55
班
に
分
か
れ
て
、
各
々
自
ら

設
定
し
た
課
題
に
対
す
る
研
究
結
果
を
、
ポ

ス
タ
ー
形
式
で
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
開
設
さ
れ
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
育

成
講
座
の
１
期
生
代
表
が
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

も
行
い
ま
し
た
。

き
っ
か
け
を
得
る

❷
社
会
人
の
現
状
を
知
る
こ
と
や
、
多
角
的

な
視
野
を
身
に
つ
け
る

❸
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の
方
々
か
ら
将
来
に
向
け
た
助

言
を
も
ら
い
現
状
を
見
つ
め
る
機
会
と
す
る

　　

今
回
は
、
１
人
の
Ｏ
Ｂ･

Ｏ
Ｇ
を
10
人
未
満

の
生
徒
が
囲
み
、
少
人
数
で
の
座
談
会
を
行

い
ま
し
た
。
例
年
以
上
に
密
な
対
話
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
生
徒
に
も
好
評
で
し
た
。

〈
座
談
会
に
参
加
し
た
生
徒
の
感
想
〉　

•

一
番
参
考
に
な
っ
た
こ
と
は
先
輩
の
皆
様
の

「
努
力
の
継
続
の
姿
勢
」
で
す
。
皆
様
が
何

か
大
き
な
決
断
を
な
さ
れ
た
時
に
そ
の
裏

側
に
継
続
し
て
い
る
努
力
が
あ
っ
た
と
感
じ

改
め
て
「
継
続
は
力
な
り
」
を
認
識
致
し

ま
し
た
。

• 

酒
東
を
卒
業
し
た
先
輩
方
の
お
話
を
聞
い

て
自
分
の
将
来
や
り
た
い
事
な
ど
に
つ
い
て

興
味
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。
特
に
印
象
に

残
っ
た
こ
と
は
「
な
ぜ
勉
強
す
る
の
か
」
と

い
う
事
。
好
奇
心
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
必

要
性
も
実
感
し
ま
し
た
。

• 「
コ
ミ
ュニュ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
大
切
さ
」
と

「
英
語
の
勉
強
の
大
切
さ
」
を
痛
感
し
ま

し
た
。

Ⅰ
．社
会
人
Ｏ
Ｂ･

Ｏ
Ｇ
座
談
会

Ⅱ
．課
題
研
究
発
表
会

　

２
年
生
は
、
65
班
が
ポ
ス
タ
ー
形
式
の
発

表
を
行
う
と
共
に
、
12
班
が
ス
テ
ー
ジ
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
筆
者
ら
も
発
表
に
対
し
て

積
極
的
に
質
問
し
、
生
徒
と
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。
ま
た
、
発
表
に
対
す
る
表
彰
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
は
、
小
学
校
に

お
け
る
外
国
語
教
育
の
方
法
を
研
究
し
た
班

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

後
日
、
諸
原
校
長
先
生
よ
り
、
参
加
に
対

す
る
お
礼
状
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
発
表
会
で

の
生
徒
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
の
で
、
そ
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
生
徒
か
ら
は『（
自
分
の
発
表
で
は
）自
分

の
考
え
た
こ
と
の
な
い
角
度
か
ら
の
質
問
が
あ

り
、他
人
の
声
を
聴
く
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識

し
た
』『
他
の
発
表
を
見
聞
き
し
て
、自
分
た
ち

が
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
し

い
。大
学
で
の
研
究
で
は
更
に
レ
ベ
ル
を
上
げ
た

い
』等
の
感
想
が
あ
り
、発
表
し
た
生
徒
の
み
な

ら
ず
、参
観
し
た
生
徒
に
と
っ
て
も
興
味
を
掘

り
下
げ
、よ
り
深
く
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
、大
変
有
意
義
か
つ
学
び
の
楽
し
さ

を
実
感
で
き
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。｣

　

今
年
度
も
、
母
校
の
教
育
は
よ
り
密
度
の

濃
い
、
充
実
し
た
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
東
京
亀
城
会
は
、

母
校
の
意
向
を
汲
み
と

り
な
が
ら
、
後
輩
達
の

成
長
に
貢
献
で
き
る
活

動
を
継
続
し
て
参
り
ま

す
。
会
員
各
位
の
ご
理

解
と
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

６2回 佐藤　妙 合同会社こころスペース奏 代表
６５回 飯野雄一郎 三機工業（株） 
６５回 佐々木亜希子 活動写真弁士
  （株）ワイ・プランニング　
６５回 庄司　満 横浜薬科大学 薬学部教授
６５回 村上　健 三井住友信託銀行（株）
６５回 山科　範泰 アボットジャパン（株）
６６回 渡部　さつき （株）誠心堂薬局
７２回 齋藤　剛 プルデンシャル生命保険（株）
７５回 柿崎佳奈子 日産自動車（株）
８１回 山崎　健悟 芦原太郎建築事務所
８８回 佐藤　絢子 （株）ベクトル
８８回 石川　文絵 （株）花王
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表紙作品 アーティストのご紹介

飯富 崇生
いいとみ   たかゆき

Tak S. Itomi Photography and Design代表。Seven Seas Media Los Angels
代表。高校卒業後渡米し、カリフォルニア州立大学卒。ロサンゼルス在住。
2004年にアメリカ大自然をテーマにした作品で、総合写真展「大賞」「朝日新聞
広告賞」「コニカミノルタ賞」を受賞。その後、世界の大自然をテーマにした作品
制作。旅を通して出会った風景、人々、文化についての講演活動。各種教育プロ
ジェクト、地域貢献プロジェクトにも関わっている。
●オフィシャルサイト :｠taksitomi.com　●Eメール :｠taksitomi@gmail.com

写真家

昭
和
三
四
年
卒

酒
田
東
高
校東 

京 

三 

四 

会

い
な
ほ
会 有　

志　
一　

同

昭
和
五
四
年
卒

酒
田
東
高
校 梧
　 

葉 

　
会

電　

話　

〇
四
八
（
四
六
七
）
二
三
八
二

連
絡
先

阿 

部 　

浩 

美

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

　
　
　
　
　
還
暦
を
祝
お
う

酒
田
市
十
里
塚
字
村
東
山 

一 

二
五‒

三

　  

T
E
L 

〇
二
三
四
（
三 

一
）
一 

五 

一 

五

・お酒は二十歳になってから。おいしく適量を。
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 建設機械・船舶・建設資材の販売・リース・修理  

 

 
 
 
 
 

 

〒998－0072 山形県酒田市北浜町 3－78 
☎0234－31－7311 

代表取締役  佐藤一憲（54 回卒） 
 

遠
藤
登
記
測
量
総
合
事
務
所

所　

長

（
昭
和
四
四
年
卒
）

〒一
九
〇‒
〇
〇
二
二

　

立
川
市
錦
町
二
丁
目
二
番
五‒

三
〇
一
号

電　

話　

〇
四
二
（
五
二
九
）
二
九
三
〇

F
A
X　

〇
四
二
（
五
二
九
）
二
八
四
四

遠　

藤　
　

功

米国歯科補綴専門医
米国歯科補綴ボード認定専門医

▲超難関大学マサチューセッツ州タフツ大学に留学。
　留学中の平均睡眠時間は３時間だったとか！
　（熊谷さんは右端）　

我 ら 幹 事 年。
第34・44・54・64・74回卒

―
 

お
忙
し
そ
う
で
す
ね
。

　

実
は
明
日
（
土
曜
日
）、酒
田
に
帰
る
ん
で
す
よ
。

ひ
と
月
に
３
日
ほ
ど
土
曜
日
に
酒
田
の
診
療
所
で

診
察
し
て
、
翌
日
の
朝
の
飛
行
機
で
東
京
に
戻
る

ん
で
す
。
帰
宅
し
た
日
曜
日
は
家
族
サ
ー
ビ
ス
で

す
。（
ご
家
族
は
妻
と
７
歳
の
息
子
が
１
人
。
奥

様
も
汐
留
の
日
吉
歯
科
で
歯
科
医
を
し
て
い
る
）

―
 

子
供
の
頃
か
ら
歯
科
医
に
な
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
ん
で
す
か
？
。

　

子
供
の
頃
は
、
歯
医
者
に
な
り
た
く
な
か
っ

た
ん
で
す
。
両
親
は
２
人
と
も
歯
科
医
で
、

ど
ち
ら
も
多
忙
だ
っ
た
の
で
、
私
と
２
人
の
弟

は
祖
母
に
育
て
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

そ
ん
な
親
の
姿
を
見
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

歯
科
医
に
な
る
こ
と
が
嫌
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
や
が
て
中
学
生
の
頃
か
ら
「
漠
然

と
し
た
モ
ノ
足
り
な
さ
」
や
「
今
の
ま
ま
じ
ゃ

だ
め
だ
」
と
い
う
感
覚
を
抱
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
高
校
２
年
の
時

に
１
年
間
休
学
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

留
学
し
た
ん
で
す
。
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
も

な
っ
た
し
差
別
も
経
験
し
ま
し
た
。
で

も
得
た
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
特

に
「
辛
い
こ
と
に
耐
え
る
心
身
を
養
っ

た
」
こ
と
は
、
そ
の
後
の
私
の
人
生
の

大
き
な
支
え
と
な
って
い
ま
す
。
こ
う
し

て
私
は
国
連
職
員
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が〝
育
て
の
親
〞で
も

あ
る
祖
母
に
「
あ
な
た
は
長
男
な
ん
だ
か
ら
、

家
を
継
ぐ
べ
き
」
と
懇
々
と
説
得
さ
れ
た
ん

で
す
。
悩
み
ま
し
た
が
、「
世
界
に
通
用
す
る

よ
う
な
歯
医
者
を
目
指
そ
う
」
と
思
い
、
歯

科
医
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

―
 

歯
科
医
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
、
辛
い

こ
と
は
？

　

良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
患
者
さ
ん
が
健
康

に
なって
い
く
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
ね
。
辛

い
こ
と
は
「
治
療
」
を
頼
ま
れ
る
こ
と
で
す
。

日
吉
歯
科
の
診
察
の
中
心
は
「
予
防
」「
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
」
な
ん
で
す
が
、
時
々
「
治
療
し
て

く
れ
」
と
い
う
患
者
さ
ん
が
い
る
ん
で
す
。
そ

う
い
う
人
に
は
「
予
防
の
大
切
さ
」
を
丁
寧
に

説
明
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
う
言
い
ま
す
。「
あ

な
た
が
歯
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
は

酒
田
に
い
る
い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
地
道
な
努
力

が
あ
っ
た
か
ら
な
ん
で
す
。
あ
な
た
は
酒
田
に

足
を
向
け
て
寝
ら
れ
な
い
ん
で
す
よ
」
と
。
酒

田
の
日
吉
歯
科
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
数
万
人
も
の
患
者
さ
ん
達
の
30
年
以
上

の
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
何
十
年
も
通
院
し
て

く
れ
た
患
者
さ
ん
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
き
た

歯
科
衛
生
士
た
ち
の
地
道
な
作
業
が
あ
っ
た
か

　
転
職
で
山
形
か
ら
上
京
し
た
の
は
13
年
前
。

当
時
、
仕
事
上
で
繋
が
り
の
あ
っ
た
池
田
明
幸

さ
ん
（
52
回
）
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
東
京
亀

城
会
で
し
た
。
当
時
か
ら
若
い
会
員
が
少
な

く
、
ど
う
や
って
若
い
会
員
を
増
や
す
か
が
永

遠
の
課
題
で
し
た
。
特
に
自
分
の
年
代（
64
回
）

以
降
の
会
員
が
極
端
に
少
な
い
状
態
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
そ
れ

は
な
ぜ
か
？　

自

分
な
り
に
仮
説
を

立
て
て
み
ま
し

た
。
自
分
よ
り

下
の
年
代
と
言
え

ば
、
バ
ブ
ル
崩
壊
の
影
響
が
出
始
め
た
時
期
。

更
に
90
年
代
後
半
の
日
本
の
信
用
不
安
、
00

年
代
前
半
に
は
I
T
バ
ブ
ル
の
崩
壊
。
00
年
台

半
ば
に
よ
う
や
く
景
気
が
回
復
基
調
と
な
る

も
の
の
、
08
年
に
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
が
勃
発
。

長
い
間
、
就
職
氷
河
期
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
経
済
環
境
の
な
か
、
生
活
物
価
の

高
い
東
京
の
大
学
に
入
り
、
東
京
で
就
職
す

る
酒
東
生
自
体
が
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
？　

少
子
化
も
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
。
だ
と
す
れ
ば
、「
昨
今
の
就
活
で
の
売
り

手
市
場
、
地
方
の
過
疎
化
か
ら
必
然
的
に
東

京
に
就
職
す
る
酒
東
生
が
増
え
る
」
と
いっ
た

楽
観
的
な
仮
説
も
成
り
立
つ
の
で
は
？　

何
は

と
も
あ
れ
、
64
回
の
会
員
を
増
や
す
こ
と
が

自
分
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

目
標
は
酒
田
市
民
の

歯
の
健
康
を
世
界
一
に
す
る
こ
と
！

日
吉
歯
科
診
療
所
汐
留 

所
長

く
ま 

が
い　

       

な
お  

た

熊
谷
　
直
大

第
74回

〝
あ
な
た
は
酒
田
に
足
を
向
け
て
寝
ら
れ
な
い
ん
で
す
よ
！
〞

熊
谷
さ
ん
が
患
者
に
言
う
決
め
台
詞
だ
。

「
治
療
」で
は
な
く「
予
防
」す
る
歯
科
医
院 

日
吉
歯
科
。

３
年
前
に
開
院
し
た
汐
留
診
療
所
の
所
長
を
務
め
る

熊
谷
直
大
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

第
64回
希
望
的
観
測
！

東
根  

延
広

2005年
●新潟大学歯学部卒業
2009年
●米国マサチューセッツ州
  タフツ大学歯科大学院歯科
  補綴専門課程修了
2013～17年
●新潟大学非常勤講師
2015～16年
●東京工業大学非常勤講師
2019年
●厚生労働省・経済産業省
  未来イノベーションWG委員

ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
自
信
を
持
っ
て
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
で
き
る
し
、
患
者
さ
ん
も
診

察
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。
こ

の
「
コ
ツ
コ
ツ
積
み
上
げ
る
作
業
」
は
酒

田
の
人
た
ち
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
だ
と

私
は
思
い
ま
す
。
派
手
さ
は
無
い
け
ど

真
面
目
に
地
道
に
ひ
と
つ
の
こ
と
を
や
り

遂
げ
る
、
こ
れ
が〝
酒
田
人
の
す
ご
さ
〞

だ
と
私
は
思
う
の
で
す
。
海
外
で
長
く

生
活
し
た
私
は
そ
の
こ
と
を
痛
感
し
ま

し
た
。
私
は〝
酒
田
人
〞で
あ
る
こ
と
に

誇
り
を
も
って
仕
事
し
て
い
ま
す
。

―
 

今
の
目
標
は
な
ん
で
す
か
？

　
「
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
28
」
で
す
。
人
が
持
っ
て
い
る
28

本
の
歯
を
、
生
涯
失
わ
ず
に
生
活
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
私
た
ち
の

究
極
の
目
標
で
す
。
実
は
人
が
火
星
に
行
く

よ
り
難
し
い
こ
と
な
ん
で
す
。
で
も
酒
田
で
は

日
吉
歯
科
の
、
こ
の
考
え
方
に
様
々
な
医
療

機
関
や
企
業
が
賛
同
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
あ
る
企
業
は
従
業
員
と
そ
の
家

族
の
「
歯
の
健
康
」
を
守
る
た
め
に
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
モ
デ
ル
」
は
海
外
の
歯
科
専

門
誌
「British D

ental Journal

」
で
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
歯
科
医
療
費
の
膨

張
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
先
進
国
で
は
「
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
モ
デ
ル
」
が
問
題
解
決
の
糸
口
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
酒
田

市
民
の
「
口
腔
健
康
」
が
世
界
一
に
な
る
日

が
来
る
と
私
は
思
い
ま

す
。
そ
し
て
酒
田
は
世

界
中
か
ら
尊
敬
さ
れ
る

街
に
な
る
の
で
す
。
こ

れ
が
私
の
夢
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

安
藤 

茂
克 

60
回
）
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公益財団法人和敬塾 
〒112-8682 

東京都文京区目白台 1-21-2 

代表 03(3941)7446 

https://www.wakei.org/ 

boshu@wakei.or.jp 

1955年の創立以来、5000人以上のOBが各界で活躍中です。それぞれ特色を

持った東・西・新南・北寮の４つの寮で、約40大学に通う300人の大学生・

留学生・大学院生が共同生活を送っています。 

 
丸 藤　晋（４６回卒）

〒998-0843
山形県酒田市千石町1－7－28

FAX 0234－23－2800
TEL 0234－25－8154

e-mail : s-gando@iris.ocn.ne.jp

一級建築士事務所

一級建築士

建築設計・監理
既存住宅状況調査技術者
福祉住環境コーディネーター3級

有限会社

工房庄内

電話 03-3917-7272
北区中里2-1-2

TEL 03-3273-2258～9
www.s-plaza.com

〒100-0004
東京都千代田区大手町1－7－2

（直通）

大手町

運営：株式
会社サンケイビル

サンケイプラザ

荘内館は今

▶ブータン国王から贈られた記念の
　ガネーシャ像

▲外務大臣との記念写真

▲絶壁に建つ
　タクツァン寺院をバックに

　

30
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
が
、
明
石
家
さ

ん
ま
さ
ん
が
歌
う
「
♫
幸
せ
っ
て
何
だ
っ
け
、

何
だ
っ
け
」
と
い
う
お
醤
油
メ
ー
カ
ー
の
Ｃ
Ｍ

が
あ
り
ま
し
た
。
40
代
以
降
は
ご
記
憶
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
時
は
「
バ
ブ
ル
」
真
っ

盛
り
、
何
万
円
も
す
る
シ
ャ
ン
パ
ン
を
飲
み
、

高
価
な
料
理
、
高
価
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
交
換
、

お
立
ち
台
、
ボ
デ
ィ
コ
ン
、
ト
レ
ン
デ
ィ
ー
ド
ラ

マ
等
な
ど
Ｇ
Ｄ
Ｐ
右
肩
上
が
り
の
イ
ケ
イ
ケ
の

時
代
で
し
た
。
こ
ん
な
時
代
に
こ
の
Ｃ
Ｍ
は「
幸

せ
は
（
ポ
ン
酢
た
れ
の
な
べ
料
理
の
）
団
欒
を

囲
む
家
族
に
あ
る
」
と
歌
っ
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
そ
ん
な
こ
と
が
本
当
の
幸
せ
と
思
っ
た
人

が
ど
の
く
ら
い
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
「
♫
あ
れ
か
ら
30
年
〜
」
バ
ブ
ル
は
は
じ
け
、

経
済
は
低
迷
す
る
な
か
、
災
害
・
震
災
が
多

発
し
、「
本
当
の
幸
せ
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
私

た
ち
も
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
2
0
1
1
年
、

「
幸
せ
の
国
」
と
言
わ
れ
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
王

国
か
ら
国
王
ご
夫
妻
が
来
日
し
て
ち
ょっ
と
し

た
ブ
ー
タ
ン
ブ
ー
ム
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

1
9
7
0
代
中
頃
ブ
ー
タ
ン
の
第
4
代
国
王

が
、
あ
る
国
際
会
議
の
折
に
「
国
に
と
っ
て
は

Ｇ
Ｎ
Ｐ（Gloss N

ational Product

：

国
民
総
生
産
）
よ
り
も
Ｇ
Ｎ
Ｈ（Gloss 

National Happiness

：
国
民
総
幸
福
度
）

の
ほ
う
が
重
要
だ
と
発
言
し
、
国
民
の

90
％
以
上
が
（
過
去
最
高
は
2
0
0
5

年
調
査
の
97
％
）「
自
分
は
幸
せ
」
と

答
え
る
こ
と
か
ら
「
世
界
一
幸
せ
の
国
」

は
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
幸
せ
」
に
な
ろ

う
と
努
力
し
、「
幸
せ
」
を
探
す
現
在
進
行

形
の
国
で
す
。

　

そ
れ
を
学
び
国
内
に
発
信
、
提
案
す
る
こ

と
を
主
な
活
動
と
す
る
「
日
本
Ｇ
Ｎ
Ｈ
学
会
」

に
私
は
創
設
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
り
、
今
日

ま
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
2
月
に
は
学

会
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
ブ
ー
タ
ン
を
訪
れ
、Ｇ
Ｎ

Ｈ
調
査
を
行
う
ブ
ー
タ
ン
研
究
所
の
所
長
、Ｇ

Ｎ
Ｈ
委
員
会
の
方
た
ち
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う

と
と
も
に
、
外
務
大
臣
は
じ
め
政
府
の
高
官
の

方
々
と
も
意
見
を
交
換
す
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
今
回
は
国
王
の
急
な
所
用
の
た
め
拝
謁
は

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
本
と
ブ
ー
タ
ン
の
Ｇ

Ｎ
Ｈ
を
通
し
た
交
流
と
日
本
Ｇ
Ｎ
Ｈ
学
会
の
発

展
を
祈
念
さ
れ
て
「
叡
智
と
繁
栄
の
神
ガ
ネ
ー

シ
ャ
像
」
を
国
王
か
ら
賜
り
ま
し
た
。

　
ブ
ー
タ
ン
は
小
さ
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
か
ら
学
ぶ
も
の
は
多
く
、
日
本
が
経
済

成
長
を
追
い
求
め
る
過
程
で
失
っ
て
し
ま
っ
た

も
の
を
私
た
ち
に
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
小
国

ブ
ー
タ
ン
か
ら
学
ぶ「
幸
せ
」

桐
蔭
横
浜
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師

日
本
Ｇ
Ｎ
Ｈ
学
会
常
任
理
事 

岡
崎
　
理
香

第
54回

仲
良
し
東
京
三
四
会

第
34回

総
会
懇
親
会
に

　

集
い
ま
し
ょ
う
！

第
74回

▲3時間飲みました！

▲34回の仲間、三陸釜石へ▲久しく集まれていないので、過去の写真です

▲ゼミの学生とともに卒業写真

　

年
が
明
け
て
、
少
し
落
ち
着
く
1

月
最
後
の
土
曜
日
は
、
関
東
梧
葉
会
の

日
で
す
。
今
年
は
、
1
月
26
日
㈯
、

新
橋
に
て
。

　

一
次
会
は
、
鈴
木
正
宏
く
ん
の
提
案
で
、

14
時
半
に
集
合
し
て
浜
離
宮
散
策
。
菜
の
花

や
早
咲
き
の
梅
に
早
春
を
感
じ
、
茶
屋
で
庭
園

を
眺
め
な
が
ら
の
一
服
を
楽
し
み
ま
し
た
。
静

か
な
園
内
は
、
ま
さ
に
都
会
の
オ
ア
シ
ス
で
し
た
。

　

17
時
か
ら
は
、「
駅
近
（
迷
わ
な
い
）・
個

室
（
存
分
に
庄
内
弁
で
喋
れ
る
）・
飲
み
放

題
（
皆
、
強
い
）・
3
時
間
（
2
時
間
じ
ゃ
、

短
い
）」
で
選
ん
だ
銀
座
ラ
イ
オ
ン
新
橋
店
で

二
次
会
。
16
名
の
参
加
で
し
た
。
酒
田
（
悪

天
候
で
大
変
だ
っ
た
よ
う
）、
米
沢
、
京
都
、

い
わ
き
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
う
れ
し
い
事
で

す
。
各
々
の
近
況
報
告
で
は
、
子
ど
も
が
結

婚
し
た
、
孫
が
生
ま
れ
た
、
親
の
面
倒
を
見

る
た
め
に
U
タ
ー
ン
し
た
な
ど
、
時
の
流
れ
を

感
じ
る
話
や
、
剣
道
を
ず
っ
と
続
け
て
い
て
シ

ニ
ア
の
全
国
大
会
で
3
位
に
な
っ
た
と
頼
も
し

い
話
な
ど
な
ど
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

三
次
会
は
、
カ
ラ

オ
ケ
に
移
動
し
て
さ

ら
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

「
ま
だ
来
年
の
ー
！
」

　

そ
の
前
に
６
月
の
総

会
で
す
！ 第

54回

我 ら 幹 事 年。

伊
集
院
純
子

毎
年
１
月

最
終
土
曜
日
は

「
関
東
梧
葉
会
」

　

こ
の
春
は
高
校
を
卒

業
し
て
半
世
紀
の
節
目

に
当
た
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、
昭
和
25
年
、
26

年
生
ま
れ
で
、
戦
後
間

も
な
く
生
ま
れ
ま
し
た
。

現
在
の
少
子
化
が
嘘
の
よ

う
に
中
学
は
9
ク
ラ
ス
あ

り
ま
し
た
。
高
校
は
一
学
年
が
3
5
0
人
で

女
子
は
70
人
。
大
学
に
入
っ
た
時
に
同
年
の

男
子
学
生
に
「
な
ん
で
女
が
大
学
に
く
る
ん

だ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
時
代
で
し
た
。

　

高
校
で
は
運
動
会
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
中
で
も
1
年
の
時
の
運
動
会
、
雨

が
降
り
し
き
る
中
で
の
騎
馬
戦
は
圧
巻
で
し

た
。
男
子
が
皆
ど
ろ
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
手

を
抜
か
ず
に
走
り
回
る
さ
ま
を
み
て
、
質
実

剛
健
・
文
武
両
道
の
東
高
の
校
風
を
体
感
し

た
も
の
で
し
た
。
私
は
運
動
部
で
し
た
の
で
、

い
つ
も
運
動
会
応
援
団
に
さ
れ
ま
し
た
。
3

年
の
時
に
は
、
望
ま
な
か
っ
た
の
で
す
が
冬
組

の
団
旗
を
持
ち
先
頭
を
行
進
し
、
翌
日
の
朝

会
の
時
に
渡
部
校
長
先
生
か
ら
「
女
は
前
に

出
る
も
の
で
な
い
と
い
う
」
と
い
う
内
容
を
訓

示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
代
で
し
た
。

　

私
自
身
は
今
年
、
40
年
間
務
め
た
聖
心
女

子
大
学
を
退
職
し
、
名
誉
教
授
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
壮
行
会
の
時
の
「
朔
風
す
さ

ぶ
天
地
の
」
応
援
歌
を
聞
い
た
と
き
の
気
持

ち
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
研
究
し
て

き
た
伝
統
的
な
ピ
ラ
ー
テ
ィ
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
の
保

存
と
発
展
の
た
め
に
夢
を
小
さ
く
追
い
か
け

よ
う
と
思
って
い
ま
す
。

　

振
り
返
る
に
、
平
成
元
年
東
京
亀
城
会
の

当
番
幹
事
を
仰
せ
つ
か
り
、
三
十
数
名
の
同

期
と
の
出
会
い
で
東
京
三
四
会
が
発
足
。
花

見
会
、暑
気
払
い
、忘
年
会
等
で
親
睦
を
深
め
、

現
在
ま
で
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
三
四
会
全

体
と
し
て
は
、
全
国
各
地
に
在
住
の
皆
さ
ん
が

お
互
い
に
幹
事
に
な
り
日
本
各
地
を
旅
し
た
り
、

有
志
で
の
海
外
旅
行

も
数
回
開
催
し
、

親
交
を
深
め
て
参
り

ま
し
た
。

　

今
年
は
幹
事
年
、

東
京
亀
城
会
の
発

展
を
見
守
っ
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

松
坂
世
代
と
呼
ば
れ
た
我
々
も
１
９
９
８

年
に
高
校
を
卒
業
し
て
20
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

年
１
回
は
不
定
期

で
同
期
会
を
神
田
等

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
と
う
と
う

40
歳
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
盛
大
に
集
ま

り
、
語
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す
。

　東京・山手線の駒込駅から田端駅に向かう坂
道を登った所に古くからあった荘内館が２００８年に
男子館・女子館併設の駒込学生会館として建て
替えられた。耐震基準を満たす安全な建物で全室
が個室、都市部の賃貸ワンルーム並みの料金で

２食つき、周辺環境も
申し分ない、勉学に
最高の住まいを提供
している。多くの後輩
に利用してもらいたい。

第
44回

高
田
　
遵
湖

成
澤
　
貴
幸

鈴木　明人（34回：やまがた育英会理事）

長
谷
部
和
良

昭
和 

平
成 

令
和
へ

と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ブ
ー
タ
ン

王
国
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
右
方
、
イ
ン
ド
と
中
国

の
大
国
に
挟
ま
れ
た
九
州
く
ら
い
の
面
積
に
人

口
80
万
ほ
ど
の
小
さ
な
国
で
す
。
イ
ン
ド
に
接

す
る
南
方
は
生
態
多
様
な
亜
熱
帯
、
北
方
は

7
0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
と
多

様
な
自
然
環
境
を
大
切
に
し
て
い
る
環
境
大

国
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
2
0
0
8
年
に
憲

法
を
制
定
し
立
憲
君
主
制
と
し
て
民
主
主
義

に
移
行
し
た
ば
か
り
で
、
昨
年
10
月
に
3
度

め
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
均
月
収

3
万
円
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
低
い
水
準
の
ま
ま
で
す
。

ま
た
、
ブ
ー
タ
ン
が
提
唱
し
た
国
連
の
「
世

界
幸
福
デ
ー
」
3
月
20
日
に
毎
年
発
表
さ
れ

る
国
際
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
１
５
６
か
国

中
95
位
。
で
は
な
ぜ
ブ
ー
タ
ン
は「
幸
せ
の
国
」

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ブ
ー
タ
ン
で
は
5
年
に
一
度
全
国
的
に
、Ｇ

Ｎ
Ｈ
指
標
に
基
づ
き
Ｇ
Ｎ
Ｈ（
国
民
総
幸
福

度
）
調
査
を
実
施
し
て
ブ
ー
タ
ン
の
幸
福
度

を
測
定
し
ま
す
。こ
の
結
果
を
分
析
し
て
ブ
ー

タ
ン
国
民
の
「
幸
せ
」
の
た
め
に
何
が
足
り
な

い
か
、
何
が
最
優
先
か
を
見
極
め
、
政
府
機

関
で
あ
る
「
Ｇ
Ｎ
Ｈ
委
員
会
」
が
国
の
政
策

を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
国
で
は
す
べ
て
「
国

民
の
幸
福
」
が
優
先
さ
れ
る
の
で
す
。
つ
ま
り

ブ
ー
タ
ン
が
「
幸
せ
の
国
」
と
言
わ
れ
る
所
以

は
、
絶
え
ず
国
民
の
幸
せ
に
向
か
って
進
化
し

よ
う
と
す
る
国
の
姿
勢
と
、自
分
た
ち
の
「
幸

せ
」
と
は
何
か
を
悟
る
国
民
性
に
あ
る
と
私

第34・44・54・64・74回卒
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▲1983年（昭和58）９月号の『婦人公論』（撮影：伊藤則美さん）
　「昔の仲間」という雑誌の企画で集まった28回卒の面々。豪華な顔ぶれに往時が偲ばれる。
　後列中央が成田三樹夫さん、前列中央は岸洋子さん、記事提供は後列右の斎藤哲夫さん。

孤
高
の
名
優

成
田
三
樹
夫
（
28
回
）

片
鱗
は
在
学
中
か
ら

記
・
梅
津　

功
（
58
回
）

　

静
か
さ
や
千
々
に
乱
れ
し
夢
を
喰
え

　

一
瞬
大
空
の
す
き
間
あ
り
今
走
れ

　

身
の
痛
み
ひ
と
息
づ
つ
の
夜
長
か
な

「
メ
ン
ズ
ニ
シ
ム
ラ
よ
ろ
し
く
！
」

　

70
〜
90
年
頃
、
ビ
シ
ッ
と
ス
ー
ツ
で
決
め

た
精
悍
な
男
性
が
、
地
元
の
紳
士
服
販
売
店

の
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
出
て
い
ま
し
た
。

　

あ
の
眼
光
鋭
い
、
よ
く
悪
役
と
し
て
見
か

け
る
俳
優
さ
ん
は
誰
だ
ろ
う
。
幼
少
の
私
に

強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
人

こ
そ
、
後
に
あ
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
俳
優
「
松
田

優
作
」を
し
て「
最
高
の
悪
役
」と
言
わ
し
め
た
、

我
が
故
郷
酒
田
市
出
身
で
酒
田
東
高
校
卒
業

の
大
先
輩
、
俳
優
・
成
田
三
樹
夫
さ
ん
（
28

回
卒
）
そ
の
人
で
あ
り
ま
す
。

　

東
映
の
、特
に
深
作
欣
二
監
督
作
品
の
常
連
。

思
春
期
の
多
感
な
頃
に
よ
く
見
た
邦
画
や

T
V
ド
ラ
マ
に
も
数
多
く
出
演
し
、
ニ
コ
リ

と
も
し
な
い
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
強
烈
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。

・『
野
性
の
証
明
』
で
高
倉
健
さ
ん
に
斧
で
脳

天
を
勝
ち
割
ら
れ
る
ヤ
ク
ザ
の
組
長

・『
柳
生
一
族
の
陰
謀
』
で
の
武
芸
達
者
な
公
家

・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
影
の
軍
団
Ⅱ
』
で
の
敵
役

大
岡
忠
光

　

特
に
『
影
の
軍
団
Ⅱ
』
で
の
徹
底
し
た
冷

酷
無
比
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
そ
ん
じ
ょ
そ

こ
ら
の
お
約
束
の
悪
代
官
と
は
一
線
を
画
し

た  

凄
み  

が
あ
り
ま
し
た
。
一
連
の
ハ
ー
ド

ボ
イ
ル
ド
作
品
を
見
て
は
、
小
心
者
の
私
な

ど
そ
の
怖
さ
に
震
え
上
が
っ
た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
時
期
か
ら
そ
の
芸
風
が

さ
ら
に
幅
を
持
ち
始
め
、
当
初
の
印
象
が
も

の
す
ご
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。村
川
透
監
督
、

松
田
優
作
主
演
の
映
画
で
は
必
ず
一
癖
あ
る

イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
役
を
好
演
さ
れ
ま
し
た
。

・『
蘇
る
金
狼
』
で
は
、
覚
せ
い
剤
に
溺
れ
、
松
田

優
作
に
弱
み
を
握
ら
れ
る
、
ク
ズ
な
会
社
役
員

・『
野
獣
死
す
べ
し
』
で
は
、
松
田
優
作
の
銀
行

強
盗
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
利
用
さ
れ
る
一
般
人

・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
探
偵
物
語
』、「
工
藤
ち
ゃ

〜
ん
」で
お
な
じ
み
の
服
部
刑
事
の
怪
演
は
、

特
に
記
憶
に
鮮
明
で
す
。

　

こ
の
大
先
輩
に
し
て
大
俳
優
は
、ど
う
い
っ

た
背
景
で
誕
生
し
た
の
だ
ろ
う
。
筆
者
は
そ

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
に
非
常
に
興
味
を
そ
そ

ら
れ
、
色
々
な
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
あ
ま
り
多
く
の
エ
ビ
ソ
ー
ド
が

な
い
、
謎
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
と
い

う
の
が
印
象
で
す
。

　

28
回
卒
の
方
々
に
お
話
を
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
、
一
貫
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
「
孤
高
の
人
」。

特
別
親
し
い
友
人
と
ベ
タ
ベ
タ
し
た
付
き
合

い
を
持
た
ず
、
い
つ
も
一
人
ひ
っ
そ
り
と
佇

ん
で
い
て
、
演
劇
に
打
ち
込
ん
だ
り
、
詩
を

吟
じ
た
り
し
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
同
期
の

皆
さ
ん
に
も
、
謎
め
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
た

れ
る
と
こ
ろ
な
ど
、と
て
も
興
味
深
い
方
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
高
校
時
代
の
伝
説
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
彼
の
一
人
芝
居
『
煙
草
の
害
に

つ
い
て
』（
チ
ェ
ー
ホ
フ
作
）
で
す
。
高
３
の

文
化
祭
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
公
演
を

見
て
感
動
し
た
と
い
う
人
が
、
酒
東
生
だ
け

で
な
く
他
高
卒
の
人
に
も
多
く
お
ら
れ
、
今

で
も
語
り
草
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
名

優
の
片
鱗
は
、
酒
田
東
高
校
在
校
中
に
既
に

芽
生
え
て
い
た
の
で
す
ね
。

　

頭
脳
も
明
晰
で
酒
東
卒
業
後
、
東
京
大
学

に
入
学
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、「
校
風
に
あ
わ

な
い
」
と
い
う
理
由
で
１
年
で
辞
め
て
し
ま

い
ま
す
。
校
風
が
合
わ
な
い
っ
て
、
東
大
や

め
ま
す
？
（
笑
）。
そ
の
後
、
山
形
に
戻
り
、

山
形
大
学
に
入
学
す
る
も
や
は
り
中
退
し
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
俳
優
へ
の
憧

れ
が
強
く
な
り
、学
業
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ

て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
俳
優

座
養
成
所
12
期
生
と
し
て
、
俳
優
の
道
を
歩

み
始
め
ま
す
。
初
期
の
こ
ろ
は
、
二
枚
目
で

い
く
か
悪
役
で
い
く
べ
き
か
、
相
当
悩
ん
で

い
た
時
期
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
結
局
敵
役

に
活
路
を
見
出
し
た
様
子
で
、
そ
の
後
の
活

躍
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

　

当
時
の
俳
優
さ
ん
は
、
役
の
イ
メ
ー
ジ
を

と
て
も
大
事
に
さ
れ
て
私
生
活
等
を
匂
わ
せ

な
い
方
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
成
田

さ
ん
も
例
外
で
は
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

イ
メ
ー
ジ
を
表
に
出
す
こ
と
は
少
な
か
っ
た

様
子
。
成
田
さ
ん
の
写
真
を
撮
影
し
た
こ
と

も
あ
る
酒
田
出
身
の
ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
マ
ン

渋
谷
典
子
さ
ん
は
、
喫
茶
店
で
成
田
さ
ん
と

ご
一
緒
し
た
際
、「
私
も
成
田
さ
ん
と
同
じ
酒

田
出
身
な
ん
で
す
」
と
い
う
話
題
を
完
全
に

ス
ル
ー
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
思
い
出
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　

一
方
で
、
同
じ
俳
優
の
佐
藤
輝
さ
ん
（
39

回
）
は
、「
と
あ
る
映
画
関
係
の
パ
ー
テ
ィ
で
、

自
分
が
ト
イ
レ
で
用
足
し
を
し
て
い
る
と
隣

に
立
っ
た
人
の
背
が
高
く
風
圧
を
感
じ
た
の

で
無
意
識
に
顔
を
見
上
げ
た
ら
、
そ
の
人
も

ヒ
ョ
イ
と
僕
の
顔
を
見
下
ろ
し
た
。目
が
合
っ

た
の
で
お
互
い
軽
く
頷
い
て
無
言
の
挨
拶
。

そ
れ
が
成
田
三
樹
夫
さ
ん
だ
っ
た
。
手
を
洗

い
な
が
ら
鏡
越
し
に
挨
拶
。『
あ
の
ぅ
、
僕
も

余
目
出
身
で
酒
田
東
高
校
の
』
と
言
っ
た
途

端
に
成
田
さ
ん
は
『
お
う
！　

久
し
ぶ
り
だ

ね
！
』
と
。
初
対
面
の
僕
が
戸
惑
っ
て
い
る

と
更
に
声
を
か
け
て
き
た
。『
ち
っ
と
も
変

わ
っ
て
な
い
な
あ
』
と
懐
か
し
そ
う
に
言
う
。

そ
こ
で
僕
は
思
い
当
た
っ
た
。『
そ
れ
は
、き
っ

と
僕
の
兄
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
』。

す
る
と
成
田
さ
ん
は
僕
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と

見
つ
め
、『
弟
さ
ん
か
あ
、
そ
う
だ
な
あ
、
若

い
も
の
な
あ
、
そ
れ
に
し
て
も
そ
っ
く
り
で

お
兄
さ
ん
か
と
思
っ
た
よ
』
と
二
人
で
笑
い

あ
っ
た
の
は
、
い
い
思
い
出
で
す
」
と
語
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。映
画
の
一
部
を
見
る
よ
う
な
、

快
活
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
一
面
も
見
ら
れ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　

一
見
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
謎
の
部
分
が
多

い
こ
と
が
見
る
側
の
想
像
を
掻
き
立
て
、
さ

ら
に
色
々
な
作
品
を
見
た
く
さ
せ
る
。
そ
れ

が
名
優
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
映
像

の
中
の
彼
の
演
技
は
、
決
し
て
色
褪
せ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

残
念
な
の
は
、
55
歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く

な
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
ご
存
命
で
あ
れ
ば
、

も
っ
と
多
く
の
強
烈
な
印
象
を
映
画
界
に
残

し
て
く
れ
た
も
の
と
偲
ば
れ
ま
す
。

　

最
後
に
成
田
さ
ん
の
句
集
『
鯨
の
目
』
か

ら
編
集
部
と
と
も
に
句
を
選
び
ご
紹
介
し
、

こ
の
紹
介
文
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謎
め
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
…
…

▲成田三樹夫遺稿句集 『鯨の目』
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マスコミも大注目の
 「まち遺し」活動

同期会・
運動部OB会など
２次会に是非お使
いください！

57回応援団 日和山ホテル 佐藤　仁
090-9332-9290 まで

（昭和62年卒）

酒東関東60会

今年も６月22日に

集まろう！
有志一同

（6月第４土曜日）

（昭和60年卒）

〈連絡先〉

電話：080ー 3083ー 0113
白畑　優

電話：090ー 1660ー 8501
安藤茂克

特
定
自
主
検
査
認
定
工
場
・
東
北
陸
運
局
指
定
民
間
車
検
場

〒
九
九
八‒

〇
八
三
二

　
山
形
県
酒
田
市
両
羽
町
九‒

四

　
　
　
　
電
話 

〇
二
三
四‒

二
二‒

九
四
三
三

（
平
成
八
年
卒
）

常
務
取
締
役  

加
藤
　
成

修
理
は
な
ん
で
も
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

乗
用
車
か
ら
建
設
機
械
ま
で

太
洋
自
動
車
工
業
株
式
会
社

オペラ･アリア集
CD 全国発売中

東京二期会会員　メゾソプラノ

　川田麻美 （57 回卒）

酒田市両羽町 1-36
Tel:0234-22-8307

な
皆
さん

えて

毎回桜の開花時期に絶妙な会
場で総会と宴会を開催しています
が、今年は3月31日アルカディア
市ヶ谷で。酒田出身の歌姫桜井
けいさんを招いて楽しみました。

「酒田の52年卒有志が8月11

11年前マレーシアで起業した「山本和生」君を訪ね
て、ペナン島に行ってきました。今春、「酒東」生も訪
問予定とのことです。

恒例の小出和子さんの「山の絵
展」有楽町交通会館ギャラリーに
集いました。名古屋より齋藤薫さ
んが参加しました。二次会は新橋
「だん亭」で。

昨年は、飲み会という形で東京駅
近くのお店に集まりました。台風で
の延期もありましたが、15名の参
加でした。また、還暦記念の同期
会以降、毎年夏の「山の日」には
酒田で同期会が行われています。
集まる機会も増え、楽しみです。

る1年になりそうです。では総会にて再見！

神奈川県在住者5名で発足し、東京都在住者、埼玉県、千葉県と
拡大した「東京ふくの会歩こう会」。近年になって足腰の痛みを唱え
る仲間が増え
出し、12月29
日付で解散す
る事に。十数
年150回と輝
かしい記録。
毎月第３水曜
日をこれからど
う過ごすか。

今年のプチ同窓会は、3
月2日、東京新丸の内ビ
ル内「musmus」にて行
われ、16名が集まりまし
た。まずは50代の始まり
に乾杯。お互いの近況
を語りあい、楽しい夜と
なりました。また来年3月
の再会を楽しみに！

長年銀座「おばこ」での新年会でしたが、昨年末「おばこ」
閉店の知らせ。珊瑚の会新年会の開催を心配しました
が、すぐ近くで新会場が確保でき、例年通り集まることが
出来ました。30年近く同じ場所で開催できたのも店主が
同期だったからこそとお店に感謝です。今後新しい場所
で、米寿、傘寿と年数を重ねて行きたいと思っております。

こつこつ会メンバー酒田へ

新しい会場で！！

元3年3組！
元3年4組！
大集合～★

東京燦々会（33年卒）
が昨年11月12日に銀
座・サンミで開催され、
北海道など遠方からの
参加も含め28名が楽
しく旧交をあたためた。
自然消滅するまで続け
るぞ、という声が強い。
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社会の中で “生きにくさ” を感じている方
まずはお気軽にご相談ください。

社会の中で “生きにくさ” を感じている方
まずはお気軽にご相談ください。

TEL：042-686-2833

住所： 〒192-0081 東京都八王子市横山町25-16 フロイデンビル2F
URL：https://www.lykke-hachioji.com

TEL：042-649-8260

丸市　豊也 （45回卒）

相談支援センター「タック」 障害者就労移行支援 lykke アカデミー

スマートフォンでも
ご覧いただけます。

090‐7077‐9533
080‐3083‐0133
090‐1660‐8501

酒田） 吉宮一生
東京） 白畑 優
　　   安藤 茂克   

酒
東
柔
道
部
後
援
会

東
京
支
部

会　
　

長

（
昭
和
三
七
年
卒
）

〒
三
五
〇‒
一
三
一
五

　
狭
山
市
北
入
曽
三
七
一‒

一
二

　
電
話
　
〇
四
二
九
（
五
七
）
九
二
六
三

山
　
本
　
光
　
彦

東京亀城会総会懇親会にみんなで参加。同期での二
次会は、丸ビル「６Ｆダエドコ」（山形郷土料理居酒屋）
で大宴会（11名）。そして、「同期会への参加のチャン
スを1回だけではなく複数回に」との強い要望を受け、
第2回を平成30年11月17日に開催しました。第1部
会は、同期の誇る俳優・佐藤輝さんの朗読公演「生き
るよろこび」（神楽坂THE GREE）に観劇者が10名。
その後の第2部会は、日本橋酒席「いづみや」さんにて
14名（佐藤輝さん夫妻同席）が参加。コップ片手に席
を替え3時間超、懇談に花が咲きました。昼の13時過
ぎから20時過ぎまでと、体力勝負の一日でした。何しろ
皆懐かしい友との酒の席が大好きなもんで！！！

いつも同じ調子で投稿している。変わったことを報告できれば良
いと思うが、いつも同じことが81歳でも続いていることもまた良
いではないかとも思う。写真は前年と同じ写真？  ではない。
参加者が違う。来年も多くの同期仲間と会いたいものだ。

▲資料提供  佐藤廣美（41回卒）

恒例！

梅津副会
長による

エ～ル！！盛り上がる

大ジャン
ケン

大会！！

第3回回東京亀城会交流 　芋煮会東京亀城会交流 　芋煮会東京亀城会交流 　芋煮会東京亀城会交流 　芋煮会東京亀城会交流 　芋煮会大
合言葉は

「芋煮～」で
パチリ！

美味しく
作ります！

昨年９月、第7回45年卒東
京同期会が酒田からの５名
を含め総勢39名参加により
新宿で開催されました。同期
は丁度67歳前後と生活ス
タイルが大きく変化する歳
頃で、話題も尽きず、賑やか
な会となりました。

古希を迎えて体調が思わしくない人が増えた。
それに年賀の欠礼挨拶が来たりで常連が同
期会に欠席するようになった。
今年は、1月5日から『世界一の映画館』のグ
リーンハウスの記録映画が有楽町スバル座
で上映されるというので、それを種に同期会を
企画したところ、卒業以来初参加の人が顔を
出し、50年ぶりの再会となった。18歳の面影
のままの人は勿論おらず、面影を残している
人も少なく、顔を見ては「誰だ?」となる。グリー
ンハウスの映画紹介の小冊子を大事に保存
していた人が持参し、見せてくれた。映画鑑賞
の後は、それぞれの心に残る洋画を語り合っ
て談笑し、2019年の新年のスタートを切った。

2018年8月18日、ホテルリッチ&ガーデン酒田で、小野寺良信さん
の肝いりで古希を祝う同期会が開かれました。九州からという方も
いらして3人の恩師の方々のお言葉をいただき盛会でした。今回は
女性陣が3人と少なかったのですが、それぞれの方の誠実な生き方
と元気な姿を拝見し、嬉しい限りでした。2年後にまた開いて下さる
とのこと。その時にまたお会いいたしましょう！「近況集」まで作って
いただきありがとうございました。

祝！古希！！傘寿＋ワン！！

　

今
年
も
、春
近
い
３
月
３
日（
日
）に
酒
田
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
み
ず
ほ
で
開
催
さ
れ
た「
第   

回
山
形
県
立
酒
田
東

高
等
学
校
運
動
部
Ｏ
Ｂ
会
」に
、喜
び
勇
ん
で
参
加
し
ま
し

た
。

　

   

回
目
の
今
年
も
１
７
０
名
を
越
え
る
参
加
者
。運
動

部
な
ら
で
は
の
若
手
か
ら
大
先
輩
、男
性
女
性
と
大
変
多

彩
な
メ
ン
バ
ー
が
和
気
藹
々
、皆
が
席
を
自
由
に
立
ち
、旧

交
を
温
め
ま
し
た
。本
当
に
楽
し
く
懐
か
し
い
３
時
間
で

し
た
。

　

司
会
の
梅
津
銀
也
さ
ん（   

回
バ
レ
ー
部
）の
格
調
高
い

進
行
の
元
、諸
原
校
長
か
ら
の
各
部
の
現
況
紹
介
、山
岸
亀

城
同
窓
会
長
か
ら
の
激
励
、各
部
の
挨
拶
、記
念
撮
影
と
進

み
、最
後
は
恒
例
の
激
励
歌
。応
援
団
の
気
合
の
入
っ
た
素

晴
ら
し
い
リ
ー
ド
の
も
と
、皆
大
声
で
歌
い
、エ
ー
ル
、万

歳
三
唱
で
締
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、東
京
亀
城
会
か
ら
は
石
山
事
務
局
長
と
私
の

２
人
が
参
加
。会
報
も
ご
覧
い
た
だ
き
、昨
年
に
引
続
き
多

数
の
各
部
後
援
会
よ
り
会
報
広
告
の
協
賛
も
頂
戴
し
ま
し

た
。「
東
京
と
酒
田
を
結
ぶ
の
は
人
の
和
！
」。私
ど
も
の
活

動
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、関
東
在
住
者
と
酒

田
の
運
動
部
Ｏ
Ｂ
会

の
関
係
が
強
化
さ
れ

各
自
の
交
流
の
厚
み

に
つ
な
が
り
、そ
れ
が

母
校
の
発
展
の
礎
に

な
る
こ
と
を
心
よ
り

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

や
は
り
酒
田
に
帰
る

と
ホ
ッ
と
し
ま
す
！

白
畑 

優（
60
回
）

 

酒
東
運
動
部
Ｏ
Ｂ
会

「
酒
田
運
動
部
Ｏ
Ｂ
会
と

　
　
　

東
京
亀
城
会
と
の
絆
」

東
風
ら
亀
城
人
！

こ
　
　      

ち

今年の芋煮も、
うめけ～！

酒田の食材で作った美味芋煮

　おめさんがだ、こどしも10月20日（土）に駒込学生会館
で「交流芋煮会」やったんよぉ。上は48回の先輩から下は
30代の72回まで28人も来てくっだけぇ。齋藤剛さん（72
回）の3歳の娘さんも来ての、芋煮どご、ごんげ食べっだ
け。おぼげだなは元木会長の飛び入り参加！　持てきた
松茸、十八番のジャンケン大会の景品してくっだんけ～！！
　芋煮はでっけえ鍋、ふたっつ分も作たんども、まんずう
めぐで、みんなだで食べだば、すぐねぐなたけぇ。庄内の
地酒もえっぺぇ飲んで、みんなだ酔っぱらて、まんずもっ
しぇけ～！
　…てな感じで行われた「交流芋煮会」、年を追うごとに
参加人数も参加する年代の幅もグングン広がっていま
す。年に一度、高校時代を思い出しながら故郷の味に舌鼓
を打つのも良いモノですよ。

今年は10月26日（土）に決行します！
参加希望はkijokai.imoni@gmail.com へ！
今回参加できなかった皆さん、
是非次回はご参加ください。
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【ショウナイズカンLIVE in 東京】

　第16回の中村恒也さんが、2018年12
月25日、長野・諏訪市の自宅でお亡くな
りになりました。腕時計の開発者として世
界をリードした中村さんが、同会会報第5
号の取材に応じたのが1985年。人材を
求めて酒田に工場進出を決めたのがきっ
かけでした。64年の東京五輪では開発し
た卓上型水晶時計が公式採用され、私の
目には「SEIKO」の文字が焼き付いてい
ます。中村さんに初めてお会いしたのが、
会報の撮影のために訪れた寿禄会とい
う同期会の席。物静かなうえに控えめで、それは酒田市名誉市民に
なられた翌2004年に、賀詞交歓会を兼ねた席でセミナーをお願
いしたときも同じでした。酒田市の主催で3月9日「お別れの会」が
開かれ、技術者であり経営者でもあった同氏の世界的功績と穏和
な人柄を偲びました。　　　　　　　　　　　 髙橋 常昭（46回）

お
知
ら
せ

２０１８年度東京亀城会事業報告

２０１９年度東京亀城会事業案
❶ 会報発行　2019年5月１５日発行
❷ 総会・懇親会
　 2019年６月２2日（土）１４時　大手町サンケイプラザ４Ｆホール
　 担当年次：34回　４４回　５４回　６４回　７４回
❸ 交流芋煮会　１０月２6日（土）
❹ 母校支援委員会
　 〇酒田東高校キャリア研修　11月上旬
　　 昨年同様、母校よりの依頼を受け講師を派遣する予定
❺ 母校１００周年基金
　 〇東京亀城会独自で記念となるものを寄贈することを検討する。
　　 募金は引き続きお願いをするが募集期限は2019年度までとする。
❻ 母校同窓会他参加
　 〇亀城同窓会総会・懇親会　
　　 2019年１１月１6日（土）予定　ホテルリッチ＆ガーデン酒田
　 〇酒田東高校運動部OB会総会
　　 2020年３月上旬
❼ 他校同窓会等との交流
❽ 理事会、会務執行理事会等
　 〇理事会　
　　 ４月14日（日）　 ７ 月２0日（土）  １２月 7 日（土）
　 〇会務執行理事会
　　 ４月１４日（日）　 ６ 月 8 日（土）　 ７ 月２0日（土）
　　 ９月２8日（土）　１２月 7 日（土）　 ２ 月15日（土）　３月２8日（土）

▲「アソブ」と「ツクル」のキッズドームソライ

▲外国人にも人気の
　ショウナイホテル スイデンテラス

2018年度決算案・2019年度予算案

追悼　中村 恒也さん

○会　長　　元木　 徹 42回（留任）
○副会長　　金井 敏明41回　丸市 豊也45回　髙橋 常昭46回
  （全員留任） 阿部 浩美54回　梅津　 功58回　白畑　 優60回
○監　事　　信夫 優子43回（留任）　菅原 幸夫42回（新任）　
 進藤　 弘53回（退任）

新役員案

Ⅰ　一般会計の部 単位：円

Ⅱ　母校創立百周年支援積立金特別会計の部

Ⅲ　50周年記念事業特別会計の部

収入

支出

前年度繰越金
年会費
総会参加費
各種会合費
会運営賛助金
寄附金
利息・雑収入
広告掲載料
50周年特別会計から繰入
収　入　小　計
収　入　合　計

764,031
860,000

1,182,000
135,000
300,000

0
30,000
500,000

3,007,000
3,771,031

1,530,070
960,000

1,340,000
140,000
400,000

0
30,000
850,000
383,179

4,103,179
5,633,249

30,000
120,000
200,000

1,182,000
60,000
100,000
920,000

220,000
30,000
44,000
50,000

2,956,000
815,031

30,000
140,000
250,000

1,400,000
60,000
120,000

1,000,000
110,000
100,000
250,000
120,000
50,000
50,000

3,680,000
1,953,249

764,031
954,000

1,340,000
133,500
387,000
50,000
37,028
830,000

3,731,528
4,495,559

21,000
95,263
183,800

1,336,345
20,000
100,000
938,502

223,669
0

46,910
0

2,965,489
1,530,070

会議費
各種会合費
渉外費（他団体交流費）
総会運営費
同期会発足支援費
母校支援委員会活動費
会報制作発送費
ホームページ運用費
イベント開催費
事務諸経費
旅費・交通費
振込手数料
予備費
支　出　合　計
次年度繰越金

2018年度予算 2018年度実績 2019年度予算

収入

支出
差引

前年度繰越金
寄付金収入
利息

次年度繰越金

3,560,222
358,000

289
0

3,918,511

2018年度実績

収入
支出
差引

前年度繰越金
記念誌売上等
事業費
次年度繰越金 → 一般会計へ繰入　

655,077
82,000
353,898
383,179

2018年度実績
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な
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も
り
だ
っ
た
が
、

酒
田
で
の
起
業
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
東

京
で
社
員
５
名
程
度
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に

入
社
し
た
。

　

が
む
し
ゃ
ら
に
働
き
５
年
。
事
業
部
の
長

と
な
り
、
１
０
０
名
近
い
メ
ン
バ
ー
と
共
に

業
務
に
打
ち
込
ん
で
い
た
。
自
身
が
育
て
た

事
業
と
い
う
自
負
、
優
秀
な
仲
間
に
囲
ま
れ
、

強
い
や
り
が
い
を
感
じ
る
毎
日
。

　

そ
ん
な
頃
、
酒
田
の
大
叔
母
か
ら
連
絡
が

あ
っ
た
。「
祖
母
も
も
う
じ
き
80
歳
、
家
を

継
ぐ
気
が
あ
る
の
か
」。
結
婚
し
て
２
年
、

ち
ょ
う
ど
第
一
子
が
生
ま
れ
、
改
め
て
祖
母

へ
の
強
い
感
謝
が
わ
き
、
覚
悟
を
決
め
た
。

　

同
時
期
、
鶴
岡
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
勤

務
す
る
友
人
の
紹
介
で
会
っ
た
の
が
、
ヤ
マ

ガ
タ
デ
ザ
イ
ン
の
代
表
山
中
大
介
さ
ん
だ
っ

た
。
庄
内
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
山
中
さ

ん
が
庄
内
の
魅
力
や
現
状
を
活
き
活
き
と
熱

く
語
っ
て
く
れ
る
様
は
、
自
身
の
胸
を
熱
く

し
た
。「
自
分
も
、
庄
内
の
た
め
に
な
る
こ

と
が
し
た
い
！
」。
２
０
１
５
年
10
月
。
ヤ

マ
ガ
タ
デ
ザ
イ
ン
に
入
社
し
、
家
族
と
と
も

に
酒
田
に
帰
っ
た
。
祖
母
と
妻
、
子
ど
も
と

私
の
４
人
暮
ら
し
が
始
ま
っ
た
。

　

仕
事
は
想
像
を
超
え
て
や
り
が
い
に
満
ち

て
い
る
。
ス
イ
デ
ン
テ
ラ
ス
（
ホ
テ
ル
）
や

ソ
ラ
イ
（
子
育
て
施
設
）、イ
ロ
ド
リ
フ
ァ
ー

ム
（
農
業
）
等
の
事
業
を
、
こ
の
４
年
間
で

次
々
と
立
ち
上
げ
て
き
た
。
入
社
当
時
５
名

だ
っ
た
会
社
は
、
現
在
51
名
。
地
元
の
個
人

や
企
業
か
ら
約
23
億
も
の
出
資
を
頂
き
、
庄

内
の
次
世
代
の
た
め
に
、
庄
内
に
必
要
な
も

の
を
、
街
づ
く
り
を
通
じ
て
生
み
出
し
て
い

る
。
目
に
見
え
な
い
誰
か
の
た
め
で
は
な
く
、

庄
内
に
暮
ら
す
人
、
こ
れ
か
ら
庄
内
で
暮
ら

す
、
生
ま
れ
る
人
、
そ
し
て
、
自
分
の
た
め

に
働
く
こ
と
の
責
任
と
喜
び
は
、
大
き
な
充

実
感
と
な
っ
て
い
る
。

　

10
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
て
気
づ
い
た
こ
と

は
、
夜
は
暗
い
と
い
う
こ
と
。
夕
日
と
星
が

綺
麗
な
こ
と
。
白
鳥
は
近
づ
く
と
逞
し
く
て

怖
い
こ
と
。
食
べ
も
の
、
特
に
魚
と
野
菜
、

日
本
酒
が
美
味
し
い
こ
と
。
意
外
と
U
・
I

タ
ー
ン
者
が
多
い
こ
と
。
魅
力
的
な
仕
事
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
。
た
だ
、
ど
こ
の
企
業

も
人
材
採
用
に
窮
し
て
い
る
こ
と
。
人
が
優

し
い
こ
と
。
子
ど
も
を
見
る
と
み
ん
な
が
嬉

し
そ
う
な
顔
を
す
る
こ
と
。
一
緒
に
暮
ら
し

て
み
る
と
祖
母
が
認
知
症
だ
と
す
ぐ
分
か
る

こ
と
。「
い
ず
れ
帰
る
」
と
思
っ
て
い
る
な
ら
、

早
く
帰
っ
て
き
た
ほ
う
が
良
い
こ
と
。
総
じ

て
、
帰
っ
て
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
い
う

こ
と―

。

　
「
い
つ
か
は
庄
内
に
帰
り
た
い
」
と
思
っ

て
い
る
友
人
知
人
が
私
の
周
り
に
は
け
っ
こ

う
多
い
。
東
京
に
も
同
じ
思
い
を
持
つ
庄
内

出
身
者
が
多
数
い
る
と
考
え
、『
シ
ョ
ウ
ナ

イ
ズ
カ
ン
』
と
い
う
リ
ク
ル
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

を
立
ち
上
げ
た
。
庄
内
か
ら
挑
戦
し
続
け
、

共
に
企
業
と
地
域
を
牽
引
し
て
く
れ
る
人
材

を
求
め
て
い
る
志
の
高
い
企
業
も
多
い
。「
い

つ
か
帰
り
た
い
」
と
い
う
方
に
、
是
非
一
度
、

『
シ
ョ
ウ
ナ
イ
ズ
カ
ン
』
の
サ
イ
ト
を
ご
覧

頂
き
た
い
。

U
タ
ー
ン
奮
闘
記

首
都
圏
で
暮
ら
し
、働
い
た
か
ら
こ
そ
、

故
郷
で
活
か
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
う
だ
！ 

Ｕ
タ
ー
ン
し
よ
う
―
。

６
月
29
日（
土
）、就
転
職
フ
ェア

「
シ
ョ
ウ
ナ
イ
ズ
カ
ン

  

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

in 

東
京
」開
催
！

▲中村恒也氏　
　酒田市のＨＰより

❶ 会報　発行日 2018年５月１5日

❷ 総会・懇親会開催
　 2018年 ６月２3日（土）１４時　大手町「サンケイプラザ」４階ホール
　 担当年次：３3回　４3回　５3回　６3回　７３回　　　
　 参加人数：会員138名　学生3名　来賓２4名 計165名

❸ 母校支援委員会
　 〇総会、懇親会にて母校新卒の大学生3名に対して活動内容の説明
　 〇酒田東高校東京キャリア研修（母校１年生が対象）
　　 2018年1１月10日（土）　国立オリンピック記念青少年総合センター
　　 講師（ファシリテーター）23名を派遣。
　　 1年生185名をグループ分けし、進路や職業の質疑を主題とした　
　 　座談形式で行なわれた。

❹ 母校１００周年基金
　 ・目的　母校である山形県立酒田東高等学校100周年に合わせて、
　　記念となるもの（内容は未定）を贈る
　 ・募金状況（２０１８年度）
　 ・通算募金額

❺ ５０周年記念事業
　・交流いも煮会（５０周年記念事業実行委員会主催）
　  １０月２0日（土）駒込学生会館　参加人数　29名
　・ホームページ新規立ち上げ
　  更新の準備、フレーム作成等に対する資金の拠出
　・なお、50周年記念事業特別会計の設置は平成30年度までとし、
　  残金は一般会計に繰入する。

❻ 母校同窓会他
　・亀城同窓会総会・懇親会　
　  2018年１１月１7日（土）　ホテルリッチ＆ガーデン酒田
　・酒田東高校運動部OB会総会
　　2019年３月3日（日）　ガーデンパレスみずほ

❼ 他校同窓会等との交流（懇親会出席）
　・有煒会（酒田西高校）
　・酒田光陵高校同窓会紫紺会（酒田商業高校）
　・酒田工業高校同窓会関東支部
　・酒田中央高校東京支部同窓会
　・鶴翔同窓会（鶴岡南高校）
　・黎明同窓会東京支部（鶴岡中央高校）
　・如松同窓会（鶴岡北高校）
　・みやまちどり会（庄内総合・旧余目高校）
　・「ふれあい酒田」総会・懇親会

❽ 理事会、会務執行理事会等
　 ○会計監査（前年度分）
　 　 ４ 月14日（土）
　 ○理事会
　 　 ４ 月14日（土）　 ７ 月２1日（土）　１2月 8 日（土）
　 ○執行理事会
　　  ４ 月14日（土）　 6 月 9 日（土）　7月21日（土）　9月２9日（土）
　　 １2月 8 日（土）　 1 月19日（土）　３月２４日（日）

358，000円
３，918，511円
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